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成人食物アレルギーにおける、より精度が高い体外検査キットの開発・AI画像解析の応用
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成人食物アレルギーには、過剰な食事制限や食事上の不安、治療の長期化・困難化、という課
題がある。

この原因として、血液検査は特異度が低く偽陽性が高い点や、生体反応を反映した皮膚検査を
行える場所が限られている点などが挙げられる。

この課題を解決するために、最新の知見や人工知能を組み合わせることで新たな管理システム
を開発し、成人食物アレルギー者が抱える食事上の制限や不安をできる限り軽減していくこと
を目指す。

・顧客ニーズの検証
・解決策の妥当性の確認
・市場性の検証・確認
・パートナー企業提携に向けた活動
・セールスチャネル検討

開発したシステムが課題解決を導くために十分な知見や精度が得られることを確認し、実際に
市場調査とマーケティングを行い、市場規模と需要、ビジネスとしての実現可能性を確認する。

その後は、プロトタイプの作成を行い、顧客の拡大（潜在顧客開拓など）をしつつ、治療へつ
ながる新たな知見創出といったさらなる事業展開をめざす。


	スライド 1

